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常任委員会の活動報告
　
　
　
７
月
豪
雨
で
小
学
校
プ
ー
ル
が

　
　
被
災
し
た
が
、
将
来
的
な
こ
と
を

　
考
え
小
中
学
校
統
合
の
考
え
は
。

　
　
　
今
後
地
質
調
査
を
行
い
専
門
家

　
　
の
判
断
を
仰
ぐ
予
定
。
も
し
使
え

　
な
い
と
い
う
場
合
は
、
現
在
の
中
学

　
校
と
併
設
す
る
形
か
小
中
が
通
え
る

　
新
し
い
校
舎
も
考
え
ら
れ
る
。
町
長

　
か
ら
も
並
行
し
て
調
査
す
る
よ
う
に

　
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　
　
　
新
南
金
山
校
に
つ
い
て
県
と
の

　
　
協
議
が
あ
っ
た
そ
う
だ
が
。

　
　
　
来
年
度
以
降
の
方
針
の
取
り
ま

　
　
と
め
が
趣
旨
だ
っ
た
。
現
在
の
状

　
況
と
し
て
は
、
定
員
40
名
に
対
し
て
、

　
約
半
数
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
職
員
採
用
試
験
で
土
木
技
術
員

　
　
と
社
会
福
祉
士
に
社
会
人
枠
が
あ

　
る
が
。

　
　
　
今
年
度
か
ら
社
会
人
枠
の
募
集

　
　
を
開
始
し
た
。
社
会
福
祉
士
や
土

　
木
技
術
員
は
、
応
募
が
少
な
い
。
社

　
会
人
が
新
庄
最
上
に
戻
っ
て
こ
ら
れ

　
る
環
境
に
と
社
会
人
枠
と
し
て
募
集

　
を
行
っ
た
。

　
　
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
業
務

　
　
委
託
は
。

　
　
　
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
の
３
社
に
は
、

　
　
成
功
報
酬
を
支
払
う
こ
と
と
し
て

　
お
り
、
企
業
の
決
算
期
な
ど
で
金
山

　
町
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
と
９
割

　
が
損
益
計
算
と
な
る
こ
と
を
説
明
し

　
て
い
た
だ
き
、
寄
付
額
増
を
目
指
す
。

　
　
　
防
災
訓
練
に
お
け
る
各
地
区
で

　
　
の
課
題
解
決
の
た
め
に
は
。

　
　
　
職
員
の
危
機
管
理
演
習
後
に
大

　
　
雨
の
災
害
が
起
き
た
。
町
と
し
て

　
は
、
今
後
の
災
害
に
お
け
る
各
地
区

　
で
の
課
題
解
決
に
向
け
て
各
課
で
ど

　
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く
べ
き
か

　
を
確
認
し
対
応
を
考
え
る
。

小
学
校
の
災
害
対
応
は

〜
総
務
文
教
常
任
委
員
会
〜

　
　
　
豪
雨
災
害
の
激
甚
災
害
指
定
に

　
　
よ
り
国
庫
補
助
金
が
引
き
上
げ
ら

　
れ
、
特
別
な
対
応
と
な
る
が
現
在
の

　
状
況
は
。

　
　
　
農
地
被
害
で
の
有
利
な
交
付
金

　
　
利
用
を
確
認
中
。
受
益
者
負
担
３

　
分
の
１
も
軽
減
で
き
る
か
検
討
中
。

　
　
　
若
い
農
業
者
を
育
て
る
上
で
、

　
　
周
年
型
農
業
に
向
け
た
事
業
な
ど

　
へ
の
現
状
は
。

　
　
　
周
年
農
業
に
つ
い
て
ハ
ウ
ス
の

　
　
初
期
投
資
が
課
題
。
過
疎
債
を
利

　
用
し
た
事
業
を
模
索
。

　
　
　
金
山
ま
つ
り
期
間
中
、
14
日
の

　
　
夜
空
市
は
盛
況
だ
っ
た
。
観
光
・

　
帰
省
客
が
多
い
状
況
に
併
せ
て
、
露

　
店
の
出
店
検
討
は
。

　
　
　
実
行
委
員
会
で
露
天
商
に
出
店

　
　
が
可
能
か
確
認
し
、
手
応
え
は
あ

　
る
よ
う
だ
。
今
後
、
出
店
に
関
す
る

　
擦
り
合
わ
せ
が
必
要
。

　
　
　
地
域
計
画
座
談
会
の
総
括
と
今

　
　
後
の
展
開
は
。

　
　
　
全
対
象
者
の
１
割
強
ほ
ど
が
参

　
　
加
。
10
年
後
の
農
地
の
拡
大
・
現

　
状
維
持
・
縮
小
に
つ
い
て
話
を
行
な

　
っ
た
。
基
盤
整
備
を
し
た
農
地
で
な

　
い
と
引
き
受
け
ら
れ
な
い
と
意
見
が

　
あ
っ
た
。

　
　
　
７
月
豪
雨
に
よ
り
河
川
の
土
砂

　
　
が
堆
積
し
て
い
る
場
所
が
多
い
。

　
今
後
の
調
査
・
対
応
は
。

　
　
　
流
下
能
力
に
支
障
が
出
る
基
準

　
　
が
あ
り
、
土
砂
の
置
き
場
と
併
せ

　
て
議
論
す
る
。

〜
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
〜

議
会
運
営
に

　  

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

　
昨
年
６
月
定
例
会
で
設
置
さ
れ
た
「
議
会
活
性

化
・
Ｄ
Ｘ
推
進
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て
、
山
形

県
内
22
町
村
議
会
中
、
９
町
村
議
会
で
導
入
さ
れ

て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
議
会
運
営

を
調
査
・
検
討
し
て
き
た
。

　
調
査
・
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
①
紙
、
印
刷
コ

ス
ト
の
大
幅
な
削
減
、
②
資
料
の
視
認
性
の
向
上
、

③
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
活
用
し
た
情
報
の
即
時
共

有
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
こ
と
、
ま
た
、
町

が
進
め
て
い
る
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
を
特
別
委
員
会
で
決
定

し
た
。

　
会
議
シ
ス
テ
ム
は
キ
ッ
セ
イ
コ
ム
テ
ッ
ク
社
の

「
ス
マ
ー
ト
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
は
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
社
製
の

「
S
u
r
f
a
c

e
P
r
o
」
を
導

入
。

　
こ
の
９
月
定
例

会
か
ら
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
よ
る
議

会
運
営
を
始
め
、

来
年
３
月
定
例
会

で
正
式
に
移
行
す

る
予
定
と
し
て
い

る
。

　7月25日からの大雨は、庄内・最上地方を中
心に降り続き、一時「大雨特別警報」が新庄市
・舟形町・鮭川村・戸沢村に発表された。降り
始めからの雨量は金山町で300.5㎜となり、町
では初めて「避難指示」を発令し、地域福祉セ
ンター「やくし苑」に避難所を開設した。
　戸沢村では最上川堤防からの越水による住家
への床上浸水、鮭川村では土砂崩れによる家屋
倒壊など甚大な被害をもたらした。
　議会では、８月７日に金山小学校プール付近
の崩落現場と、神室スキー場迂回コースの大規
模土砂崩れの現地を確認した。
　平成30年8月5日からの大雨程ではないもの
のまざまざと自然の脅威を見せつけられた。

　このような災害を受け、町では一般会計補正
予算（第４号）で、町道２路線の法面崩落、普
通河川鍋倉川支川の護岸倒壊等の応急復旧工事
及び神室スキー場迂回コースの大規模土砂崩落
に伴う応急復旧工事を措置した。
　また、一般会計補正予算（第５号）において
は、町内水田等の農地・農業施設の災害復旧に
伴う小規模農地等災害緊急復旧事業費補助金、
さらには、一般会計補正予算（第６号）では、
金山小学校裏山地質調査委託料など、災害に伴
う費用を措置した。
　本災害は、9月11日に「激甚災害」に指定さ
れ、国から各復旧事業に対する財政援助が嵩上
げされる。
　公共インフラや教育施設、観光施設の早急な
復旧が望まれる。

7月豪雨による被災現場を確認

神室スキー場迂回コースの大規模な土砂崩れ

崩落した金山小学校裏山

激
甚
災
害
指
定
に
よ
り

　
　

  

受
益
者
負
担
軽
減

金山まつりの露店
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